
(57)【要約】

本発明は、縦長のシャフト（１９）を備えた結合エレメ

ント（５）、特に２つの部材を結合するためのねじ又は

ボルトであり、シャフト（１９）は少なくとも部分的に

スリット（１４）及び切欠（１３）を有している。さら

に、切欠（１３）の領域には、磁界を生ぜしめる構成部

材（１０）、及び磁気式の検出エレメント（１１）が該

構成部材（１０）から距離をおいて配置されている。実

施例の結合エレメントは、特に、自動車の座部に作用す

る力若しくは機械的な応力の検出に適している。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
縦 長 の シ ャ フ ト （ １ ９ ） を 有 す る 結 合 エ レ メ ン ト 、 特 に 、 ね じ 又 は ボ ル ト に お い て 、
シ ャ フ ト （ １ ９ ） が 、 少 な く と も 部 分 的 に ス リ ッ ト （ １ ４ ） 及 び 切 欠 （ １ ３ ） を 有 し て お
り 、 さ ら に 切 欠 （ １ ３ ） の 領 域 に 、 磁 界 を 生 ぜ し め る 構 成 部 材 （ １ ０ ） 、 及 び 該 構 成 部 材
（ １ ０ ） か ら 間 隔 を お い て 磁 気 式 の 検 出 エ レ メ ン ト （ １ １ ） が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 、 結 合 エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ２ 】
磁 界 を 生 ぜ し め る 構 成 部 材 （ １ ０ ） と 磁 気 式 の 検 出 エ レ メ ン ト （ １ １ ） と が 次 の よ う に 配
置 さ れ て お り 、 つ ま り 、 結 合 エ レ メ ン ト （ ５ ） に 作 用 す る 力 若 し く は 機 械 的 な 応 力 が 、 磁
気 式 の 検 出 エ レ メ ン ト （ １ １ ） の 、 構 成 部 材 （ １ ０ ） に よ り 生 ぜ し め ら れ る 信 号 を 変 化 さ
せ る よ う に な っ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 結 合 エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ３ 】
シ ャ フ ト （ １ ９ ） が 平 面 図 で 見 て 、 少 な く と も 切 欠 （ １ ３ ） の 領 域 で 、 正 方 形 、 長 方 形 、
楕 円 形 、 あ る い は 円 形 に 構 成 さ れ て お り 、 さ ら に ス リ ッ ト （ １ ４ ） が 、 シ ャ フ ト （ １ ９ ）
の 縦 軸 に 沿 っ て 延 び て い て 、 切 欠 （ １ ３ ） を 度 外 視 す れ ば 、 該 シ ャ フ ト （ １ ９ ） を 、 対 称
的 に 構 成 さ れ た ２ つ の 部 分 （ １ ６ ， １ ７ ） に 分 け て い る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 結 合 エ レ
メ ン ト 。
【 請 求 項 ４ 】
シ ャ フ ト （ １ ９ ） が ヘ ッ ド （ １ ８ ） と 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １
項 記 載 の 結 合 エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ５ 】
切 欠 （ １ ３ ） が 、 シ ャ フ ト （ １ ９ ） の 、 ヘ ッ ド （ １ ８ ） と 逆 の 方 の 端 部 で 、 シ ャ フ ト （ １
９ ） 内 に 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 結 合 エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ６ 】
切 欠 （ １ ３ ） と ス リ ッ ト （ １ ４ ） と が シ ャ フ ト （ １ ９ ） に 次 の よ う に 設 け ら れ て お り 、 つ
ま り 、 シ ャ フ ト （ １ ９ ） が 第 １ の 部 分 （ １ ６ ） と 第 ２ の 部 分 （ １ ７ ） と に よ り 構 成 さ れ て
お り 、 該 部 分 （ １ ６ ， １ ７ ） が ス リ ッ ト （ １ ４ ） に よ っ て 互 い に 分 離 さ れ て い て 、 さ ら に
該 両 部 分 （ １ ６ ， １ ７ ） の い ず れ か 一 方 が 、 ヘ ッ ド （ １ ８ ） と 逆 の 方 の 端 部 に 切 欠 （ １ ３
） を 有 す る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 結 合 エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ７ 】
シ ャ フ ト （ １ ９ ） の 両 方 の 部 分 （ １ ６ ， １ ７ ） の い ず れ か 一 方 が 磁 界 を 生 ぜ し め る 構 成 部
材 （ １ ０ ） と 結 合 さ れ て お り 、 か つ 他 方 の 部 分 （ １ ６ ， １ ７ ） が 磁 気 式 の 検 出 エ レ メ ン ト
（ １ １ ） と 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 結 合 エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ８ 】
磁 界 を 生 ぜ し め る 構 成 部 材 （ １ ０ ） が 、 特 に 、 シ ャ フ ト （ １ ９ ） と 結 合 さ れ て い る プ レ ー
ト 片 状 の 永 久 磁 石 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 結 合 エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ９ 】
磁 気 式 の 検 出 エ レ メ ン ト （ １ １ ） が 、 特 に 支 持 体 （ １ ２ ） に 配 置 さ れ て い て 、 か つ シ ャ フ
ト （ １ ９ ） と 結 合 さ れ た ホ ー ル ・ セ ン サ エ レ メ ン ト で あ る 、 請 求 項 １ か ら ８ ま で の い ず れ
か １ 項 記 載 の 結 合 エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
シ ャ フ ト （ １ ９ ） と ヘ ッ ド （ １ ８ ） と の 結 合 部 の 領 域 で 、 孔 （ １ ５ ） が ヘ ッ ド （ １ ８ ） 及
び ／ 又 は シ ャ フ ト （ １ ９ ） 内 に 設 け ら れ て お り 、 該 孔 （ １ ５ ） が ス リ ッ ト （ １ ４ ） と 接 続
し て い る 、 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 結 合 エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
結 合 エ レ メ ン ト が 仮 想 の 対 称 平 面 と し て の ス リ ッ ト （ １ ４ ） に よ っ て 、 切 欠 （ １ ３ ） を 度
外 視 し て 、 同 じ ２ つ の 部 分 （ １ ６ ， １ ７ ） に 分 け ら れ て お り 、 該 部 分 （ １ ６ ， １ ７ ） が ヘ
ッ ド （ １ ８ ） に よ っ て 互 い に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら １ ０ ま で の い ず れ か １ 項 記 載
の 結 合 エ レ メ ン ト 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
付 加 的 に 抵 抗 線 ひ ず み ゲ ー ジ が 部 分 的 に 設 け ら れ て お り 、 該 抵 抗 線 ひ ず み ゲ ー ジ に よ っ て
、 結 合 エ レ メ ン ト （ ５ ） に 作 用 す る 力 又 は 機 械 的 な 応 力 が 検 出 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ か ら
１ １ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 結 合 エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
総 合 エ レ メ ン ト が 、 ２ つ の 部 材 を 結 合 す る た め の ね じ 、 ボ ル ト 、 差 し 込 み ボ ル ト 、 あ る い
は リ ベ ッ ト と し て 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら １ ２ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 結 合 エ レ
メ ン ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ か ら １ ３ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 結 合 エ レ メ ン ト の 使 用 方 法 に お い て 、 結 合 エ
レ メ ン ト が 自 動 車 の 座 部 に 作 用 す る 力 又 は 機 械 的 な 応 力 を 検 出 す る た め に 使 用 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 結 合 エ レ メ ン ト の 使 用 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 部 に 記 載 し た 結 合 エ レ メ ン ト 、 特 に ２ つ の 部 材 を 結 合 す る
た め の ね じ ま た は ボ ル ト に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 技 術
自 動 車 の 電 子 シ ス テ ム の た め に 、 二 つ の 構 成 部 分 あ る い は 部 材 間 の 作 用 力 の 集 中 す る 結 合
部 に 、 小 型 で コ ン パ ク ト に 組 み 立 て ら れ 、 大 量 か つ 安 価 に 製 造 で き る 力 セ ン サ が ま す ま す
必 要 と な っ て い る 。 こ の こ と は 特 に 、 自 動 車 の 座 部 に 作 用 す る 重 量 の 測 定 、 及 び こ の 重 量
の 分 布 若 し く は 時 間 関 数 変 化 の 測 定 に と っ て 当 て は ま る 。 さ ら に 、 製 作 測 定 技 術 若 し く は
ク オ リ テ ィ 測 定 技 術 に も 、 正 確 な 静 電 測 定 式 の 力 セ ン サ が ま す ま す 必 要 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
公 知 の 小 型 セ ン サ は 、 た い て い 圧 電 変 換 原 理 に 基 づ い て お り 、 従 っ て 動 的 に 作 動 さ れ る 。
こ れ に 対 し て 静 電 測 定 式 の 力 セ ン サ は 、 曲 げ ば ね と し て 多 様 に 構 成 さ れ て お り 、 こ れ ら の
静 電 測 定 式 の 力 セ ン サ は 抵 抗 線 ひ ず み ゲ ー ジ を 備 え て い て 、 極 め て 精 確 な 力 セ ン サ を も た
ら す が 、 し か し な が ら 比 較 的 大 き な 構 成 寸 法 を 有 し 比 較 的 に 高 価 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
さ ら に 、 磁 気 弾 性 式 セ ン サ が 公 知 で あ り 、 こ の セ ン サ に は 、 ク ロ ス ダ ク ト ・ 原 理 （ Ｋ ｒ ｅ
ｕ ｚ ｄ ｕ ｋ ｔ ｏ ｒ － Ｐ ｒ ｉ ｎ ｚ ｉ ｐ ） に 基 づ く も の が あ り 、 こ の ク ロ ス ダ ク ト ・ 原 理 は 、
特 に 高 温 状 態 で か つ 現 場 で 電 子 装 置 な し に 対 応 し な け れ ば な ら な い 場 合 、 若 し く は わ ず か
な 構 成 空 間 し か 得 ら れ な い 場 合 の 使 用 に 適 し て お り 、 さ ら に 、 ゲ ー ト 形 ダ ク ト ・ 原 理 （ Ｔ
ｏ ｒ ｄ ｕ ｋ ｔ ｏ ｒ － Ｐ ｒ ｉ ｎ ｚ ｉ ｐ ） に よ り 作 動 す る も の が あ り 、 こ の ゲ ー ト 形 ダ ク ト ・
原 理 で は 、 コ イ ル が 巻 き 付 け ら れ て い て 、 か つ 互 い に 相 対 的 に ９ ０ ° 回 動 さ せ ら れ た ２ つ
の Ｕ 字 型 コ ア を 介 し て 、 磁 界 の 分 布 が 力 に 依 存 し て 無 接 触 式 に 検 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ク ロ ス ダ ク ト ・ 原 理 は 、 小 さ な 有 効 電 圧 し か 生 ぜ し め ず 、 こ の 小 さ な 有 効 電 圧 は 多 く の 場
合 、 大 き な オ フ セ ッ ト で 負 荷 さ れ て お り 、 こ の た め 評 価 が 極 め て 困 難 で あ る と い う 欠 点 を
も っ て い る 。 さ ら に 、 小 さ な 有 効 電 圧 は 、 可 動 部 材 ま た は 回 転 部 材 で は 利 用 で き な い か 、
若 し く は 利 用 で き て も 多 大 な 付 加 的 費 用 と 手 間 が か か っ て し ま う 。 ゲ ー ト 形 ダ ク ト ・ 原 理
は 、 回 転 部 材 で の 力 測 定 を 可 能 に す る が 、 し か し 距 離 の 影 響 を 強 く 受 け る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 結 合 エ レ メ ン ト と し て 構 成 さ れ た 小 型 で コ ン パ ク ト に 組 み 立 て ら れ る 力
セ ン サ を 提 供 し 、 こ れ を 用 い て 、 特 に 自 動 車 の 座 部 で の 正 確 な 座 部 重 量 検 出 を 実 現 す る こ
と で あ る 。 こ の 場 合 、 力 セ ン サ に よ っ て 座 高 が 高 く な る こ と が あ っ て は な ら ず 、 過 負 荷 の
際 に 確 実 な ス ト ッ パ 力 が 得 ら れ る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
発 明 の 利 点
本 発 明 に よ る 結 合 エ レ メ ン ト は 、 従 来 技 術 に 比 べ て 次 の よ う な 利 点 が あ る 。 つ ま り 、 本 発
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明 に よ る 結 合 エ レ メ ン ト は 、 使 用 さ れ る シ ャ フ ト の 種 々 の 横 断 面 直 径 、 及 び シ ャ フ ト に 設
け ら れ た ス リ ッ ト の 種 々 の 幾 何 学 形 状 若 し く は 寸 法 に よ っ て 、 様 々 な 測 定 領 域 に 簡 単 に 適
合 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 本 発 明 に よ る 結 合 エ レ メ ン ト は 、 極 め て 小 型 で コ ン パ ク ト に 組 み 立 て 可 能 で あ り
、 こ の 結 合 エ レ メ ン ト は 静 電 式 測 定 原 理 を 実 現 し て い る 。 こ の 点 で 、 本 発 明 に よ る 結 合 エ
レ メ ン ト は 、 二 つ の 部 材 間 の 結 合 力 を 測 定 す る た め に 万 能 に 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に よ る 結 合 エ レ メ ン ト の さ ら な る 利 点 は 次 の 点 に あ る 。 つ ま り 、 生 ぜ し め ら れ た 磁
界 が 、 ス リ ッ ト に よ り 形 成 さ れ た エ ア ギ ャ ッ プ 内 で 、 若 し く は ス リ ッ ト の 領 域 に 適 切 に 配
置 さ れ た 磁 気 式 の 検 出 エ レ メ ン ト に よ り 、 力 に 比 例 し て か つ 無 接 触 式 に 測 定 さ れ る 。 こ の
場 合 、 特 に 有 利 に は 、 外 力 、 若 し く は 機 械 的 な 応 力 の 作 用 下 で 、 ス リ ッ ト の 形 状 若 し く は
幅 の わ ず か な 変 化 に よ り 、 磁 気 式 の 検 出 エ レ メ ン ト の 箇 所 に お い て 磁 界 を 生 ぜ し め る 構 成
部 材 を 介 し て 、 強 い 磁 束 密 度 変 化 が 生 ぜ し め ら れ る 。 そ れ 故 、 ス リ ッ ト の 形 状 の わ ず か な
変 化 が 、 高 い 測 定 信 号 を 生 ぜ し め る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ る 結 合 エ レ メ ン ト の さ ら に 有 利 な 点 は 、 評 価 電 子 装 置 を 備 え た 磁 気 式 の 検 出 エ
レ メ ン ト が 、 結 合 エ レ メ ン ト 内 に 完 全 に 組 み 込 み 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 簡 単 な 配 線 と 、
コ ン パ ク ト で 極 め て 安 価 な 構 成 が 可 能 と な る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 結 合 エ レ メ ン ト の さ ら な る 利 点 は 、 こ の 結 合 エ レ メ ン ト を 、 特 に 自 動 車 の 座 部 の
力 測 定 ね じ 若 し く は 力 測 定 ボ ル ト と し て 構 成 し た 場 合 に 、 こ の 結 合 エ レ メ ン ト を 介 し て 、
例 え ば 自 動 車 の 座 部 の 結 合 部 で の ベ ル ト 力 検 出 を 行 う こ と も 可 能 な こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の さ ら な る 有 利 な 構 成 は 、 従 属 請 求 項 に 記 載 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う に 、 磁 気 式 の 検 出 エ レ メ ン ト と し て 、 そ れ 自 体 公 知 な ホ ー ル ・ セ ン サ エ レ メ ン ト
、 特 に 良 好 な 零 度 安 定 性 を 有 す る ホ ー ル ・ セ ン サ エ レ メ ン ト を 利 用 す る と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
使 用 さ れ る 前 述 の 磁 気 測 定 技 術 の 場 合 に さ ら に 有 利 に は 、 磁 気 式 の 検 出 エ レ メ ン ト が 磁 気
零 度 の 点 に 位 置 し て お り 、 従 っ て 、 磁 気 回 路 若 し く は 磁 界 を 生 ぜ し め る 部 材 の 劣 化 が 、 ホ
ー ル ・ セ ン サ エ レ メ ン ト の オ フ セ ッ ト に 影 響 を 与 え る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
通 常 の 抵 抗 線 ひ ず み ゲ ー ジ を 付 加 的 に 設 け る こ と に よ っ て 、 結 合 エ レ メ ン ト に 作 用 す る 引
張 り 負 荷 を 押 圧 負 荷 か ら 区 別 す る こ と が 簡 単 に 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 面
本 発 明 を 図 示 の 実 施 例 に 基 づ き さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は 、 ね じ と し て 構 成 さ れ た 結 合 エ レ メ ン ト の １ 実 施 例 の 断 面 図 、
図 ２ は 、 図 １ の 結 合 エ レ メ ン ト の シ ャ フ ト の 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
実 施 例 の 説 明
図 １ は 、 ね じ 又 は ボ ル ト と し て 構 成 さ れ た 結 合 エ レ メ ン ト ５ を 示 し て お り 、 結 合 エ レ メ ン
ト ５ に は 、 ヘ ッ ド １ ８ 、 及 び こ の ヘ ッ ド １ ８ と 結 合 さ れ 特 に 、 少 な く と も 部 分 的 に ね じ 山
を 備 え た シ ャ フ ト 若 し く は ね じ 山 ボ ル ト １ ９ が 設 け ら れ て お り 、 さ ら に ヘ ッ ド １ ８ か ら シ
ャ フ ト １ ９ へ の 移 行 部 の 領 域 に は 、 付 加 的 に 環 状 の の カ ラ ー ２ ０ 及 び 面 取 り さ れ た 環 状 の
カ ラ ー ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 ヘ ッ ド １ ８ 若 し く は シ ャ フ ト １ ９ を 図 ２ に 示 さ れ る よ う な
平 面 図 で 見 る と 、 ヘ ッ ド １ ８ 及 び シ ャ フ ト １ ９ は 回 転 対 称 に 構 成 さ れ て お り 、 す な わ ち 、
基 本 形 状 面 が 円 形 状 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に さ ら に 示 し て あ る よ う に 、 シ ャ フ ト １ ９ が ス リ ッ ト １ ４ を 有 し て お り 、 ス リ ッ ト １
４ が シ ャ フ ト １ ９ の 縦 軸 に 沿 っ て 延 び て い て 、 後 に 詳 し く 説 明 す る 切 欠 １ ３ を 度 外 視 す れ
ば 、 こ の シ ャ フ ト １ ９ を 、 対 称 的 に 構 成 さ れ た ２ つ の 部 分 、 す な わ ち 第 １ の 部 分 １ ６ と 第
２ の 部 分 １ ７ と に 分 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
さ ら に 図 １ に 示 し て あ る よ う に 、 ヘ ッ ド １ ８ か ら シ ャ フ ト １ ９ へ の 移 行 部 の 領 域 に 、 ス リ
ッ ト １ ４ と 接 続 さ れ る 貫 通 孔 １ ５ が 、 結 合 エ レ メ ン ト ５ に 設 け ら れ て お り 、 こ の 貫 通 孔 １
５ は 、 シ ャ フ ト １ ９ の 縦 軸 線 に 対 し て 垂 直 に 延 び て い る 。 こ の 孔 １ ５ は 、 多 く の 場 合 、 測
定 精 度 の 向 上 に 関 連 し て 有 利 で あ り 、 し か し な が ら 必 要 に 応 じ て 省 略 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
総 体 的 に み て 、 結 合 エ レ メ ン ト ５ は 、 切 欠 １ ３ を 度 外 視 す れ ば 、 ス リ ッ ト １ ４ 若 し く は 孔
１ ５ に よ っ て 、 等 価 の ２ つ の 部 分 １ ６ ， １ ７ に 分 け ら れ 、 こ れ ら の 部 分 １ ６ ， １ ７ は ヘ ッ
ド １ ８ を 介 し て 互 い に 結 合 さ れ て い る 。 こ の 限 り に お い て 、 結 合 エ レ メ ン ト ５ は 測 定 ば ね
と も い え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に さ ら に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 ２ の 部 分 １ ７ は 、 ヘ ッ ド １ ８ と 逆 の 方 の 端 部 に 切 欠
１ ３ を 有 し て い る 。 こ の 切 欠 １ ３ は 、 ス リ ッ ト １ ４ の 形 成 後 、 第 ２ の 部 分 １ ７ を 、 ス リ ッ
ト １ ４ の 方 向 に 対 し て 垂 直 に 切 断 す る こ と に よ っ て 生 ぜ し め ら れ て お り 、 従 っ て 、 第 ２ の
部 分 １ ７ は 第 １ の 部 分 １ ６ と 比 べ て 切 欠 １ ３ の 高 さ 分 だ け 引 っ 込 め ら れ て い る 。 平 面 図 で
は 、 切 欠 １ ３ を 設 け る こ と に よ り 除 去 さ れ た 部 分 は 半 月 形 を し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 、 第 ２ の 部 分 １ ７ の 、 ヘ ッ ド １ ８ と 逆 の 方 の 端 部 の 表 面 に 、 磁 界 を 生 ぜ し め る 構 成
部 材 １ ０ が 装 着 さ れ て お り 、 こ の 構 成 部 材 １ ０ は 、 具 体 的 に は 、 シ ャ フ ト １ ９ 若 し く は シ
ャ フ ト １ ９ の 第 ２ の 部 分 １ ７ と 結 合 さ れ た プ レ ー ト 片 状 の 永 久 磁 石 で あ る 。 こ の 構 成 部 材
１ ０ に 隣 接 し て 、 切 欠 １ ３ 領 域 で シ ャ フ ト １ ９ の 第 １ の 部 分 １ ６ に 支 持 体 １ ２ が 配 置 さ れ
、 か つ 支 持 体 １ ２ に 磁 気 式 の 検 出 エ レ メ ン ト １ １ が 配 置 さ れ て お り 、 磁 気 式 の 検 出 エ レ メ
ン ト １ １ と 磁 界 を 生 ぜ し め る 構 成 部 材 １ ０ と は 、 例 え ば ０ ， ３ ｍ ｍ の 狭 い エ ア ギ ャ ッ プ ２
２ を 介 し て 互 い に 離 隔 さ れ て い る 。 磁 気 式 の 検 出 エ レ メ ン ト １ １ は 、 例 え ば 有 利 に は 、 次
の よ う に 構 成 及 び 配 置 さ れ た 通 常 の ホ ー ル ・ セ ン サ エ レ メ ン ト で あ る 。 つ ま り 、 ホ ー ル ・
セ ン サ エ レ メ ン ト は 、 結 合 エ レ メ ン ト ５ が 負 荷 さ れ て な い 状 態 で 、 構 成 部 材 １ ０ の 磁 気 零
度 の 点 に あ り 、 こ れ に よ り 安 定 し た オ フ セ ッ ト を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
結 合 エ レ メ ン ト ５ の 構 成 の さ ら な る 細 部 が 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ て い る 。 こ こ で 付 言 す
る と 、 結 合 エ レ メ ン ト ５ は 、 図 １ 若 し く は 図 ２ で は 、 ね じ 山 ボ ル ト を 有 す る ね じ と し て 構
成 さ れ て い て 、 こ の ね じ に は 必 要 に 応 じ て 適 当 な ナ ッ ト を 設 け る こ と が で き 、 ボ ル ト と し
て 、 特 に ヘ ッ ド の な い 差 込 み ボ ル ト 又 は 二 つ の 部 材 の 結 合 の た め の リ ベ ッ ト と し て 構 成 す
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
結 合 エ レ メ ン ト ５ の 全 長 は 、 例 え ば １ ０ ｍ ｍ か ら ３ ０ ｍ ｍ ま で 、 シ ャ フ ト １ ９ の 直 径 は ４
ｍ ｍ か ら １ ２ ｍ ｍ ま で 、 環 状 の カ ラ ー ２ ０ の 直 径 は ６ ｍ ｍ か ら １ ６ ｍ ｍ ま で 、 高 さ は ２ ｍ
ｍ か ら ６ ｍ ｍ ま で 、 面 取 り さ れ た 環 状 の カ ラ ー ８ の 直 径 は ８ ｍ ｍ か ら ２ ０ ｍ ｍ ま で 、 高 さ
は ２ ｍ ｍ か ら ６ ｍ ｍ ま で 、 ヘ ッ ド １ ８ の 直 径 は １ ２ ｍ ｍ か ら ３ ０ ｍ ｍ ま で 、 高 さ は ２ ｍ ｍ
か ら ６ ｍ ｍ ま で 、 孔 １ ５ の 直 径 は ２ ｍ ｍ か ら ６ ｍ ｍ ま で 、 ス リ ッ ト １ ４ の 幅 は ０ ， ２ ｍ ｍ
か ら １ ｍ ｍ ま で 、 特 に ０ ， ５ ｍ ｍ 、 エ ア ギ ャ ッ プ ２ ２ の 幅 は ０ ， １ ｍ ｍ か ら ０ ， ８ ｍ ｍ 、
特 に ０ ， ３ ｍ ｍ 、 プ レ ー ト 片 状 の 永 久 磁 石 １ ０ の 厚 さ は ０ ， ５ ｍ ｍ か ら １ ， ５ ｍ ｍ 、 さ ら
に 支 持 体 １ ２ の 高 さ は ０ ， ５ ｍ ｍ か ら ２ ｍ ｍ で あ る 。 有 利 に は 、 支 持 体 １ ２ の 高 さ は 次 の
よ う に 選 ば れ て お り 、 つ ま り 、 ホ ー ル ・ セ ン サ エ レ メ ン ト １ １ が 、 図 ２ の 平 面 図 で 対 称 的
、 若 し く は 永 久 磁 石 １ ０ に 対 し て 対 称 的 に 、 若 し く は セ ン タ リ ン グ し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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図 １ 若 し く は 図 ２ に よ る 結 合 エ レ メ ン ト ５ は 、 特 に 自 動 車 の 座 部 を 、 自 動 車 の 車 体 に 結 合
さ れ た ス ラ イ ド レ ー ル に 固 定 す る た め に 適 し て お り 、 こ の 場 合 、 総 合 エ レ メ ン ト ５ は 同 時
に 、 座 部 に 作 用 す る 重 量 を 測 定 す る た め の 力 セ ン サ と し て 働 く 。 一 般 的 に 、 座 部 に は ４ 個
の 固 定 ね じ 若 し く は 結 合 エ レ メ ン ト ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 各 結 合 エ レ メ ン ト ５ で 、 座
部 に 作 用 す る 力 が 計 測 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
結 合 エ レ メ ン ト ５ の 測 定 原 理 は 以 下 に 基 づ く 。 す な わ ち 結 合 エ レ メ ン ト ５ 、 若 し く は シ ャ
フ ト １ ９ の ス リ ッ ト １ ４ に よ っ て 分 離 さ れ た 両 方 の 部 分 １ ６ ， １ ７ に 作 用 す る 力 若 し く は
機 械 的 な 応 力 は 、 ス リ ッ ト １ ４ の 幾 何 学 形 状 を 変 化 さ せ 、 同 時 に 、 ヘ ッ ド 内 に 誘 発 さ れ る
機 械 的 な 応 力 を 引 き 起 こ す 。 こ の 場 合 に 、 ス リ ッ ト １ ４ の 幾 何 学 形 状 の 変 化 は 、 磁 石 １ ０
及 び ホ ー ル ・ セ ン サ エ レ メ ン ト １ １ を 用 い て 、 両 者 の 間 の エ ア ギ ャ ッ プ ２ ２ の 変 化 に よ っ
て 、 検 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
力 測 定 ボ ル ト と し て 使 用 さ れ る 前 述 の 結 合 エ レ メ ン ト ５ は 、 作 用 す る 重 量 の 関 数 と し て Ｖ
字 型 の 特 性 曲 線 を 示 す の で 、 こ れ に よ っ て 、 正 の 重 量 を 負 の 重 量 か ら 区 別 す る こ と は 、 こ
の 区 別 が 作 動 に 際 し て 望 ま れ る 場 合 に 通 常 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ こ で 結 合 エ レ メ ン ト ５ を 用 い て 、 付 加 的 に 正 の 重 量 を 負 の 重 量 か ら 確 実 に 区 別 で き る よ
う に す る た め 、 若 し く は 正 の 重 量 の み を 検 出 す る 結 合 エ レ メ ン ト ５ を 実 現 す る た め に は 、
負 の 重 量 の 領 域 、 つ ま り 特 性 曲 線 の 第 ２ 象 限 で 、 こ の 負 の 重 量 に よ り も た ら さ れ る 結 合 エ
レ メ ン ト ５ の 伸 長 が 、 わ ず か な 非 対 称 性 を 有 す る こ と を 利 用 す る 。 こ の 非 対 称 性 は 、 結 合
エ レ メ ン ト ５ に 軸 方 向 に 配 分 さ れ た 力 導 入 に よ っ て 生 じ 、 付 加 的 に 設 け ら れ た 抵 抗 線 ひ ず
み ゲ ー ジ を 用 い て 、 若 し く は 、 例 え ば 薄 膜 成 形 技 術 で 形 成 さ れ た 差 分 式 抵 抗 線 ひ ず み ゲ ー
ジ を 用 い て 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ れ 故 、 結 合 エ レ メ ン ト ５ の 有 利 な 構 成 で は 、 部 分 的 に は 、 例 え ば ヘ ッ ド １ ８ の 、 シ ャ フ
ト １ ９ と 逆 の 方 の 表 面 で 、 付 加 的 に 、 少 な く と も １ つ の 抵 抗 線 ひ ず み ゲ ー ジ （ 図 示 せ ず ）
が 結 合 エ レ メ ン ト ５ 内 に 組 み 込 ま れ 、 若 し く は 結 合 エ レ メ ン ト ５ 上 に 装 着 さ れ 、 こ の 抵 抗
線 ひ ず み ゲ ー ジ に よ り 、 同 様 に 結 合 エ レ メ ン ト ５ に 作 用 す る 力 あ る い は 機 械 的 な 応 力 が 把
握 で き る よ う に な っ て い る 。 こ の 種 の 、 例 え ば 薄 膜 成 形 技 術 で 形 成 さ れ る 抵 抗 線 ひ ず み ゲ
ー ジ 、 若 し く は 差 分 式 抵 抗 線 ひ ず み ゲ ー ジ を 付 属 の 評 価 電 子 装 置 と と も に 配 置 す る 方 法 は
従 来 技 術 に よ り 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
付 加 的 な 抵 抗 線 ひ ず み ゲ ー ジ を 設 け る こ と と は 別 の 手 段 と し て 、 本 発 明 に よ る 結 合 エ レ メ
ン ト ５ は 、 作 用 す る 重 量 の 方 向 を 検 出 可 能 に 形 成 さ れ て も よ く 、 こ の た め に 両 方 の 部 分 １
６ ， １ ７ は 、 結 合 エ レ メ ン ト ５ に よ っ て 結 合 さ れ る 部 材 の 、 該 部 分 １ ６ ， １ ７ に 力 を 導 入
す る 部 分 に 適 切 に 固 定 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
ね じ と し て 構 成 さ れ た 結 合 エ レ メ ン ト の １ 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
図 １ の 結 合 エ レ メ ン ト の シ ャ フ ト の 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
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